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1.RingHeisenbergHamiltonianの群論

源 川 憲 章

全ての相互作用対をもつスピンHzmiltonianの固有函数が,回転群 と対称群 Pnの既約表現

の同時基底を張っていることを利用する｡

最隣接対相互作用をもつ ringHeise血ergHamiltonianは,回転群の対称性と,スピンの入

れ換えに対 して正二面体群 Cnv に同型な群の対称性をもっている｡しかもCnvはPnの部分

群である｡

P からCnv-の対称性の低下を利用 して, ringHeisenbergHamiltonianのエネルギー固7L

有値に対する新する新しい sum ruleがPnとCnvの既約指標によって与えられているoまた,

ring上のスピン状態の configurationについて,Cnvに属する全ての操作のもとで'不変な

subspaceが存在することが示される｡このことと,Wigner係数とを結びつけることにより,

Hamiltoianmatrixの縮少が試みられている｡

n-4-6に対する正確なエネルギー準位と固有函数が得られている｡
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